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私たちは、寄生生物が持つ独特な生命現象を、分子生物学や細胞生物学から探究しています

研究テーマ
1. 寄生原虫の細胞小器官（オルガネラ）の機能および分配機能の解析
ミトコンドリアや葉緑体は、エネルギー産生に重要なオルガネラである。しかし、寄生原虫のオルガネ

ラは機能的にかなり退化しており、その機能の全貌は未解明である。我々は、寄生原虫が持つミトコンド
リアと葉緑体の機能、およびそれらがどのように細胞分裂時に娘細胞へ分配されているかを解明するために、
分子生物学的なアプローチで研究を行っている。

2. 寄生原虫のオートファジーの解析
細胞内の物質は高度に品質管理されており、その破綻は様々な疾患に関与する。例えば、細胞内物質を大

規模に分解するオートファジーの不全は、アルツハイマーやその他の神経疾患に関与する。このオートファ
ジーを行うタンパク質群（ATG）は寄生原虫にも保存されている。しかし、そのレパートリーは哺乳類に
比べて極端に少ない。本テーマでは、細胞の品質管理に重要なオートファジーに着目し、寄生原虫の細胞
恒常性がいかに維持されているかを細胞生物学的なアプローチから解析している。

我々の研究室に参加した学生は、上記研究に触れながら、寄生生物の不思議さと面白さを体験できます。
また、自分なりの学術的な問いを見つける訓練をし、「問う能力」を磨くとともに、研究の醍醐味と楽しさ
も体験します。
研究を通して広い視野を持つ科学的事実に立脚した優れた研究医になる基礎作りをサポートします。

学生たちの目標

マラリア原虫の分裂様式

赤血球 赤：ミトコンドリア；ATP作らない
緑：葉緑体；光合成しない

疑問：多数分裂時にどうやってオルガネラが
正確に娘細胞に分配されるのだろう？
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3. 寄生原虫の寄生臓器特異性の解析
寄生原虫は、ヒト体内に侵入すると狙ったかのように特異的な臓器に寄生する。しかし、何を認識して寄

生しているのかは完全に解明されていない。我々は、組織透明化などの最近技術を用いてその解明を目指し
ている。

疑問：これらは一体何をしているのだろう？




